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調査結果の概要編の構成は，次のようにした。

児童生徒１ 学校がある日の起床時刻
小・ 中・ 高・ 特

Q１・Q１・Q１・Q１各校種で午前６時前に起床する割合が増加

【概要】

各校種で午前６時前に起床

する割合が増加している。特

に中学校・高等学校でその傾

向が見られる。

【参考】

【本調査との関連項目】

P５ 児童生徒２「就寝時刻」

14.9%

17.3%

9.4%

14.1%

14.0%

22.5%

16.8%

17.9%

78.9%

75.7%

70.9%

70.8%

58.5%

53.1%

65.4%

69.8%

4.8%

6.7%
18.6%

14.7%

26.4%

22.7%

10.2%

8.5%

0.1%

0.3%

0.5%

0.4%

0.8%

1.7%

1.5%

3.4%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0.4%

1.2%

0.5%

0.3%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q1 学校がある日の起床時刻

午前６時前 ６～７時 ７～８時

８時よりあと

わから

ない

無回答

調査の対象

および整理番号

調査項目
質問紙調査票の番号

調査結果のポイントとなる点

調査結果のグラフを示した。

※16年度調査において実施している場合

は，経年での比較ができるように，16年

度の結果も示した。

増加，減少，校種による特色

などを示しながら，調査結果

の概要を記した。

全国的な調査が行われている

場合，その結果を示した。

本調査における関連項目を示した。

※本報告書での「ページ」・「対象

と整理番号」,「調査項目」を記し
た。

H19学校教育調査C（生活）

Ⅲ 調査結果の概要編－構成－
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自分の実態に最も近いものを一つ選択 (児童生徒１～32）

児童生徒１ 学校がある日の起床時刻
小・ 中・ 高・ 特

Q１・Q１・Q１・Q１各校種で午前６時前に起床する割合が増加

【概要】

各校種で午前６時前に起床

する割合が増加している。特

に中学校・高等学校でその傾

向が見られる。

【参考】

【本調査との関連項目】

P５ 児童生徒２「就寝時刻」

児童生徒２ 学校がある日の就寝時刻
小・ 中・ 高・ 特

Q２・Q２・Q２・Q２各校種で10時以降に就寝する割合が増加

【概要】

16年度調査と比較して，各

校種ともに午後10時以降に就

寝する割合が増加している。

○午後10時以降に就寝する割合

小 31.7%( 6.5% 増加)

中 84.2%(12.9% 増加)

高 94.1%( 7.1% 増加)

特 38.9%(10.8% 増加)

※（ ）は16年度調査との差

【参考】

文部科学省「平成19年度全校

学力・学習状況調査」

○普段（月～金 ，午後10時以）

降に就寝すると回答した割

（ ， ）合 全国 国・公・私立

小６ 58.1% 中３ 94.6%

※集計結果をもとに算出

【本調査との関連項目】

P５ 児童生徒１「起床時刻」

P42 学級担任１「朝から疲労

感の子ども」

14.9%

17.3%

9.4%

14.1%

14.0%

22.5%

16.8%

17.9%

78.9%

75.7%

70.9%

70.8%

58.5%

53.1%

65.4%

69.8%

4.8%

6.7%
18.6%

14.7%

26.4%

22.7%

10.2%

8.5%

0.1%

0.3%

0.5%

0.4%

0.8%

1.7%

1.5%

3.4%

0.1%

0.0%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0.4%

1.2%

0.5%

0.3%

4.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q1 学校がある日の起床時刻

午前６時前 ６～７時 ７～８時

８時よりあと

わから

ない

無回答

17.4%

11.7%

1.7%

1.2%

0.9%

0.9%

28.1%

14.5%

54.6%

56.5%

24.7%

14.6%

9.1%

5.0%
35.7%

46.2%

25.2%

71.3%

87.0%

28.1%

24.6%

42.4%

18.4%

26.1%

6.5%

32.9%

42.1%

9.8%

0.6%

8.9%

33.6%

3.0%

0.1%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

0.0%

2.0%

0.4%

2.7%

2.2%

3.0%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q2 学校がある日の就寝時刻

午後９

時前 ９～１０時 １０時以降

０時よりあと

わからない

無回答１０～１１時 １１～０時

※H16調査では、10時以降を一括しての回

答を求めている。

H19学校教育調査C(生活)

Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－
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児童生徒３ 朝起きたとき，学校へ行きたくないと思う
小・ 中・ 高・ 特

Q３・Q３・Q３・Q３小・中・特別支援学校で否定的な割合が増加

【概要】

16年度調査と比較して，小

・中・特別支援学校で「あま

りない 「まったくない」の」，

。否定的な割合が増加している

しかし，学年が上がるにつれ

て否定的な割合が減少する傾

向にあり，高等学校では 「よ，

くある」と回答した割合が20

％を超えている。

○「あまりない 「まったく」，

ない」を合わせた割合

小 57.6%( 7.5% 増加)

中 47.6%( 4.9% 増加)

高 32.7%( 1.5% 増加)

特 57.2%(13.8% 増加)

※（ ）は16年度調査との差

【本調査との関連項目】

P42 学級担任１「朝から疲労

感の子ども」

児童生徒４ 朝食をとらないで学校へ行く

小・ 中・ 高・ 特中・特別支援学校で「朝食を必ずとって登校する」割合

Q４・Q４・Q４・Q４が増加

【概要】

16年度調査と比較して 「ま，

ったくない」の割合が，中・

。特別支援学校で増加している

中・特別支援学校では朝食を

。摂取する割合が増加している

【参考】

【本調査との関連項目】

P42 学級担任１「朝から疲労

感の子ども」

1.9%

2.3%

4.9%

3.1%

16.3%

14.3%

9.2%

6.0%

7.7%

7.2%

9.0%

9.9%

13.4%

11.0%

14.3%

8.2%

10.0%

8.8%

17.4%

10.7%

16.3%

15.3%

16.3%

15.0%

80.0%

80.8%

68.3%

76.1%

54.0%

58.0%

57.7%

69.9%

0.3%

0.9%

0.3%

0.1%

0.0%

1.4%

1.0%

0.9%

0.1%

0.0%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q4 朝食をとらないで学校へ行く

よくある

時々ある

あまりない まったくない
わからない

無回答

13.1%

9.3%

15.7%

11.5%

29.5%

22.2%

16.3%

7.7%

35.1%

31.0%

38.6%

38.2%

39.0%

43.4%

26.0%

27.4%

26.2%

30.4%

28.8%

32.7%

24.0%

24.5%

16.3%

25.2%

23.9%

27.2%

13.9%

14.9%

7.2%

8.2%

27.1%

32.0%

1.6%

2.1%

2.9%

2.6%

0.3%

1.7%

10.2%

6.8%

0.1%

0.0%

0.1%

0.1%

0.0%

0.0%

4.1%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特
（中）

H19特
（中）

Q3 朝起きたとき，学校へ行きたくないと思う

よくある 時々ある あまりない まったくない わからない

無回答

H19学校教育調査C（生活）

Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒５ 読書が好き
小・ 中・ 高・ 特

Q５・Q５・Q５・Q５各校種で肯定的な割合が，否定的な割合を上回る

【概要】

各校種で肯定的な割合が，

否定的な割合を上回るが，学

年が上がるにつれて，否定的

な割合が増加している。

【参考】

【本調査との関連項目】

P25 保護者４「読書好き」

P26 保護者５「読み聞かせ」

P53 学級担任23「子どもと読

書」

児童生徒６ 一週間に家のパソコンを使う日数
小・ 中・ 高・ 特

Q６・Q６・Q６・Q６中・高等学校では，５日以上使用する生徒の割合が10%以上

【概要】

中・高等学校でパソコンを

５日以上使用する生徒の割合

。 ，は10%を超えている その一方

ほとんど使用しない児童生徒

の割合は，各校種ともに約30%

以上である。

【本調査との関連項目】

P23 児童生徒37「パソコンの

用途」

P26 保護者６「パソコンや携

帯電話についての話し合

い」

P56 学級担任29「情報モラル

の指導の有無」

34.4%

27.9%

26.0%

38.7%

36.9%

40.2%

40.0%

34.1%

17.9%

25.3%

15.3%

16.8%

15.9%

7.7%

9.0%

5.7%

8.0%

13.6%

16.8%

11.2%

4.4%

7.3%

10.4%

14.8%

16.3%

0.0%

0.0%

0.0%

4.1%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

H16特
（中）

H19特
（中）

Q5 読書が好き

好き どちらかといえば好き

どちらかと

いえば嫌い

嫌い

わからない

無回答

6.2%

11.6%

10.6%

4.7%

11.2%

12.4%

7.7%

1.7%

15.4%

18.5%

16.4%

11.1%

39.5%

29.3%

37.8%

40.1%

27.1%

28.1%

27.4%

36.8%

0.6%

0.1%

0.1%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

H19特
（中）

Q6 一週間に家のパソコンを使う日数

週５日以上 週３～４日

週１～２日

ほとんど使わない 家にはない 無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒７ 出会い系サイトへの接続の経験
小・ 中・ 高・ 特

Q７・Q７・Q７・Q７16年度調査と比較して大きな変化なし

【概要】

16年度調査との大きな変化

は見られない。また，小・特

別支援学校では 「出会い系サ，

イト」を知っている児童生徒

の割合が，30%以上と推測され

る。

【本調査との関連項目】

P26 保護者６「パソコンや携

帯電話についての話し合

い」

P56 学級担任29「情報モラ

ルの指導の有無」

児童生徒８ 一週間のうちで家族みんなで朝食をとる回数
小・ 中・ 高

Q８・Q８・Q８特に中学校で「家族みんなで毎日とる」割合が減少

【概要】

各校種ともに 「家族みんな，

」 ，で毎日とる の割合が減少し

特に中学校でその傾向が顕著

となっている。また 「家族み，

」んなで朝食をとることがない

の回答の割合が小・中学校で

増加している。

【参考】

【本調査との関連項目】

「 」P６ 児童生徒４ 朝食の摂取

0.4%

1.9%

0.5%

1.3%

6.1%

7.2%

2.1%

1.3%

86.0%

30.6%

87.5%

97.9%

89.5%

92.7%

69.2%

42.2%

13.6%

67.5%

12.0%

0.8%

4.4%

0.1%

28.7%

56.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q7 出会い系サイトへの接続経験

ある
ない 無回答

※H19調査では、小学校児童と特別支援学校生徒には、「出会い系

サイト」を知っている場合のみ回答を求めている。

21.1%

20.2%

17.0%

13.1%

14.6%

13.2%

18.6%

17.7%

19.9%

17.7%

16.3%

12.4%

33.1%

30.8%

30.6%

32.8%

20.7%

28.2%

27.1%

30.8%

32.1%

36.3%

48.4%

46.1%

0.1%

0.5%

0.4%

0.1%

0.0%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q8 一週間のうちで家族みんなで朝食をとる回数

毎日 ４～６回 １～３回 ない 無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒９ 毎日決まってしている手伝いの数
小・ 中・ 高・ 特

Q９・Q９・Q９・Q８学年が上がるにつれて，手伝いをしなくなる傾向

【概要】

16年度調査と同様に，小・

中・高等学校では，学年が上

がるにつれて，手伝いをしな

くなる傾向にある。特別支援

学校では，60%程度の生徒が何

らかの手伝いをしている。

【参考】

【本調査との関連項目】

P９ 児童生徒10「手伝いが好

き」

児童生徒10 手伝いが好き
特

Q９「好き」の割合が減少

【概要】

「好き」あるいは「どちら

かといえば好き」という肯定

的な割合は，16年度調査と比

較して大きな変化は見られな

いが 「好き」と回答した割合，

が減少している その一方 ど。 ，「

ちらかといえば嫌い」と回答

した割合が増加している。

【本調査との関連項目】

P９ 児童生徒９「毎日してい

る手伝い」

32.7%

24.9%

17.3%

24.0%

11.2%

18.0%

13.8%

13.3%

20.4%

18.9%

4.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16特
（中）

H19特
（中）

Q9（特別支援学校） 手伝いが好き

好き

どちらかといえば好き

わからない

どちらかといえば嫌い 嫌い 無回答

12.4%

12.2%

6.3%

5.9%

6.1%

6.0%

10.3%

19.0%

22.6%

11.7%

13.9%

14.3%

12.0%

18.7%

39.0%

34.6%

34.3%

32.0%

22.9%

22.1%

31.3%

29.3%

30.5%

47.3%

48.0%

56.1%

59.9%

38.3%

0.3%

0.1%

0.4%

0.2%

0.6%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H19特
（中）

Q9 毎日決まってしている手伝いの数 ※特別支援学校はQ8

三つ以上 二つ 一つ ない
無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒11 家族との一番多い話題（小学校）
小

Q10「学校や先生のこと」が大きく減少

【概要】

16年度調査と比較して，回

答割合の順位に違いがない。

，回答割合の変化に着目すると

「学校や先生のこと」が，10%

。 ，程度減少している その一方

「友だちのこと 「遊びや趣」，

味のこと」等の回答割合が増

加している。

【本調査との関連項目】

P10～11 児童生徒12･13「家

族との話題」

「 」P45 学級担任７ 親子の対話

児童生徒12 家族との一番多い話題（中学校）
中

Q10「友だちのこと 「遊びや趣味のこと」が増加」，

【概要】

16年度調査と比較して，回

答割合の順位に違いがない。

，回答割合の変化に着目すると

「友だちのこと 「遊びや趣」，

味のこと」の割合が，それぞ

れ増加している その一方 学。 ，「

校や先生のこと」が減少して

いる。

【本調査との関連項目】

P10～11 児童生徒11･13「家

族との話題」

「 」P45 学級担任７ 親子の対話

28.7%

14.1%

11.9%

10.9%

7.4%

5.4%

3.6%

1.3%

7.0%

9.2%

0.5%

23.8%

22.4%

18.8%

10.2%

6.9%

6.2%

2.8%

1.5%

6.8%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40%

学校や先生のこと

友だちのこと

遊びや趣味のこと

社会の出来事やニュースのこと

勉強や成績のこと

家族や家庭のこと

進路や将来のこと

生活態度のこと

話をしない

その他

無回答

Q10 家族との一番多い話題（中学校）

H16中

H19中

※H19調査では、「その他」の選

択肢を設定しなかった。

※回答割合の多いものから順

に表示した。

24.1%

27.4%

12.4%

9.0%

7.3%

7.1%

2.2%

1.1%

5.2%

4.1%

0.1%

29.4%

17.9%

16.4%

11.9%

10.2%

4.0%

2.3%

1.9%

5.1%

0.9%

0% 10% 20% 30% 40%

友だちのこと

学校や先生のこと

遊びや趣味のこと

社会の出来事やニュースのこと

家族や家庭のこと

勉強や成績のこと

生活態度のこと

進路や将来のこと

話をしない

その他

無回答

Q10 家族との一番多い話題（小学校）

H16小

H19小

※H19調査では、「その他」の選択

肢を設定しなかった。
※回答割合の多いものから順に

表示した。
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒13 家族との一番多い話題（高等学校）
高

Q10「遊びや趣味のこと」が増加

【概要】

16年度調査と比較して，回

答割合の順位に違いがない。

，回答割合の変化に着目すると

「遊びや趣味のこと」等の割

合が増加している。

【本調査との関連項目】

P10～11 児童生徒11･12「家

族との話題」

「 」P45 学級担任７ 親子の対話

児童生徒14 家庭が楽しいと思う
小・ 中・ 高

Q11・Q11・ Q11各校種で 「とても楽しい」が増加、

【概要】

各校種で 「とても楽しい」，

の割合が増加し，特に中学校

において顕著である また ま。 ，「

」 ，ったく楽しくない の割合が

各校種ともに減少している。

【参考】

50.3%

56.8%

27.6%

36.5%

24.2%

29.1%

36.0%

31.2%

39.9%

35.6%

41.1%

35.0%

8.1%

5.2%

14.2%

13.1%

13.5%

14.8%

3.0%

1.8%
7.0%

4.1%

9.1%

5.4%

2.5%

4.9%

10.8%

10.2%

11.8%

15.4%

0.1%

0.1%

0.5%

0.5%

0.3%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q11 家庭が楽しいと思う

とても楽しい 少し楽しい

あまり楽

しくない

まったく楽

しくない

わからない

無回答

22.6%

17.9%

13.2%

8.8%

7.4%

6.1%

8.5%

3.0%

7.2%

5.0%

0.3%

21.0%

17.2%

15.6%

14.4%

11.1%

6.5%

5.1%

0.7%

7.5%

0.9%

0% 10% 20% 30%

学校や先生のこと

友だちのこと

社会の出来事やニュースのこと

遊びや趣味のこと

家族や家庭のこと

勉強や成績のこと

進路や将来のこと

生活態度のこと

話をしない

その他

無回答

Q10 家族との一番多い話題（高等学校）

H16高

H19高

※H19調査では、「その他」の選

択肢を設定しなかった。
※回答割合の多いものから順

に表示した。
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒15 家族がほめてくれる
小・ 中・ 高・ 特

Q12・Q12・ Q12・Q10特別支援学校で，肯定的な割合が増加

【概要】

16年度調査と比較して,「ほ

めてくれる」という肯定的な

割合が，各校種ともに増加し

ている。特に特別支援学校で

大きく増加している。

○肯定的な割合

小 82.5%( 3.6% 増加)

中 65.6%( 3.0% 増加)

高 57.2%( 1.6% 増加)

特 82.9%(17.1% 増加)

※（ ）は16年度調査との差

【本調査との関連項目】

P27 保護者８「子どもをほめ

ている」

児童生徒16 家族は，叱るときに説明や理由を聞いてくれる
小・ 中・ 高・ 特

Q13・Q13・ Q13・Q11各校種で，肯定的な割合が増加

【概要】

「聞いてくれる」という肯

定的な割合が，16年度調査と

比較して各校種ともに増加し

ている。また 「まったく聞い，

てくれない」の割合が，特に

中学校で減少している。

○肯定的な割合

小 68.7%(7.6% 増加)

中 64.0%(9.6% 増加)

高 60.9%(4.7% 増加)

特 66.6%(9.4% 増加)

※（ ）は16年度調査との差

【本調査との関連項目】

P28 保護者９「叱る際に理由

を聞く」

20.0%

20.9%

7.5%

8.5%

7.2%

7.4%

26.5%

27.8%

58.9%

61.6%

55.1%

57.1%

48.4%

49.8%

39.3%

55.1%

17.9%

13.9%

26.9%

26.3%

32.5%

31.7%

16.3%

10.3%

2.9%

3.2%

10.0%

7.9%

11.3%

10.8%

8.7%

6.8%

0.3%

0.4%

0.5%

0.2%

0.6%

0.3%

9.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特
（中）

H19特
（中）

Q12 家族がほめてくれる ※特別支援学校はQ10

よくほめて

くれる

時々ほめて

くれる

あまりほめて

くれない

まったくほめて

くれない

無回答

26.9%

35.1%

19.1%

26.7%

22.3%

23.2%

27.0%

28.2%

34.2%

33.6%

35.3%

37.3%

33.9%

37.7%

30.2%

38.4%

22.4%

20.6%

26.5%

25.1%

28.9%

26.4%

17.3%

19.7%

16.4%

10.4%

18.3%

10.7%

13.8%

12.6%

13.8%

9.4%

0.1%

0.3%

0.8%

0.2%

1.1%

0.1%

11.7%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

H16特
（中）

H19特
（中）

Q13 家族は，叱るときに説明や理由を聞いてくれる

※特別支援学校はQ11

よく聞いて

くれる

時々聞い

てくれる

あまり聞い

てくれない

まったく聞い

てくれない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒17 家庭で厳しい叱られ方をされたことがある
小・ 中・ 高

Q14・Q14・Q14厳しく叱られた経験は，学年が上がるにつれて増加

【概要】

各校種ともに 「厳しく叱ら，

れた経験がある」と肯定的に

回答した割合は，16年度調査

。とほぼ同じ傾向となっている

○肯定的な割合

小 39.7% (39.9%)

中 33.9% (35.8%)

高 38.6% (42.2%)

※（ ）は16年度調査の肯定

的な割合

【本調査との関連項目】

P28 保護者10「児童虐待観」

P43 学級担任３「厳しく叱ら

れている子ども」

児童生徒18 家族は自分の気持ちを理解してくれている
小・ 中・ 高

Q15・Q15・Q15学年が上がるにつれて，肯定的な割合が減少

【概要】

小学校では，肯定的な割合

が，ほぼ70％であり，中・高

等学校に比較してその割合が

多い。また，16年度調査と比

較して，学年が上がるにつれ

て肯定的な割合が減少する傾

向が見られる。

○肯定的な割合

小 68.4%(3.2% 減少)

中 59.1%(0.6% 減少)

高 55.9%(3.3% 減少)

【本調査との関連項目】

P29 保護者11「子どもの気持

ちの理解」

11.6%

12.5%

9.2%

10.1%

12.4%

10.1%

28.3%

27.2%

26.6%

23.8%

29.8%

28.5%

31.9%

36.9%

39.2%

36.4%

39.6%

37.4%

27.9%

23.1%

24.3%

29.6%

17.9%

23.9%

0.3%

0.3%

0.7%

0.1%

0.3%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q14 家庭で厳しい叱られ方をされたことがある

よくある 時々ある あまりない まったくない
無回答

32.6%

32.7%

18.6%

19.5%

18.2%

18.3%

39.0%

35.7%

41.1%

39.6%

41.0%

37.6%

13.8%

13.3%

16.5%

21.2%

20.4%

20.5%

5.7%

3.9%

10.2%

7.5%

8.3%

9.5%

8.8%

14.1%

13.1%

12.2%

11.8%

14.0%

0.1%

0.3%

0.5%

0.0%

0.3%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q15 家族は自分の気持を理解してくれている

よく理解している
少し理解

している

あまり理解

していない

まったく理解

していない

無回答

わからない
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒19 平日の放課後の家庭での過ごし方

小 ・ 中 ・ 高－マンガ，雑誌を読む－

Q16-①・Q16-①・Q16-①小・中学校で，肯定的な割合が約70％

【概要】

小・中・高等学校ともに，

「ある」と肯定的に回答した

割合が60%以上となっている。

校種別に見ると，小・中学校

では肯定的な割合が，ほぼ70

％になっている。その一方，

高等学校では否定的な割合が

ほぼ40％となっている。

【本調査との関連項目】

P14～15 児童生徒20･21「放

課後の過ごし方」

児童生徒20 平日の放課後の家庭での過ごし方

小 ・ 中 ・ 高－スポーツや体をつかった遊びをする－

Q16-②・Q16-②・Q16-②学年が上がるにつれて，否定的な割合が増加

【概要】

肯定的な割合は，小・中学

校で70%を超えている。学年が

上がるにつれて否定的な割合

が増加している。

【参考】

【本調査との関連項目】

P14～15 児童生徒19･21「放

課後の過ごし方」

P20 児童生徒32「運動好き」

37.0%

39.8%

33.2%

30.5%

28.5%

28.5%

18.5%

12.5%

18.2%

14.0%

19.2%

19.8%

0.0%

0.0%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q16-① 平日の放課後の家庭での過ごし方

-マンガ・雑誌を読む-

よくある 時々ある あまりない まったくない

無回答

43.6%

52.3%

44.4%

35.0%

20.8%

20.3%

15.0%

16.8%

17.6%

6.1%

10.1%

17.6%

0.3%

0.0%

0.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q16-② 平日の放課後の家庭での過ごし方

-スポーツや体をつかった遊びをする-

よくある 時々ある あまりない

まったくない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒21 平日の放課後の家庭での過ごし方

小 ・ 中 ・ 高－テレビゲームやパソコンのゲームをする－

Q16-③・Q16-③・Q16-③学年が進むにつれて，しなくなる傾向

【概要】

小学校では，肯定的な割合

が60%を超えている。学年が上

がるにつれて，否定的な割合

が増加する傾向にある。

【参考】

【本調査との関連項目】

P14 児童生徒19･20「放課後

の過ごし方」

児童生徒22 悩みごとを相談できる友だち
小・ 中・ 高・ 特

Q17・Q17・ Q17・Q12小・中・高等学校で 「いない」の割合が10%以上，

【概要】

各校種ともに「２～３人」

。 ，の割合が最も多い その一方

小・中・高等学校において，

「 」相談できる友だちがいない

と回答した割合が，小・中・

高等学校では10%以上となって

いる。なお，特別支援学校で

は 「相談できる友だちがいな，

い」と回答した割合が各校種

に比較して非常に多いが，相

談の相手が父母や教師などで

あることが考えられる。

【本調査との関連項目】

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

33.0%

24.5%

20.4%

29.7%

25.9%

23.4%

19.8%

20.6%

24.0%

17.1%

28.8%

31.9%

0.4%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q16-③ 平日の放課後の家庭での過ごし方

-テレビゲームやパソコンのゲームをする-

よくある 時々ある あまりない まったくない

無回答

13.1%

10.6%

10.9%

45.7%

10.3%

7.5%

12.6%

10.8%

41.0%

40.2%

48.6%

22.0%

22.7%

26.9%

20.1%

9.5%

12.6%

14.8%

7.4%

6.0%

0.3%

0.0%

0.4%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

H19特
（中）

Q17 悩みごとを相談できる友だち ※特別支援学校はQ12

いない １人 ２～３人 ４～７人 ８人以上

無回答



- 16 -H19学校教育調査C（生活）

Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒23 友だちとの関係

小 ・ 中 ・ 高－違う意見の人でも仲良くできる－

Q18-①・Q18-①・Q18-①小・中・高等学校ともに，肯定的な割合が約80%

【概要】

小・中・高等学校ともに肯

定的な割合がほぼ80%になって

いる。また，小学校では 「よ、

くある」の割合が，中・高等

学校に比較して多い。なお，

他の「友だちとの関係」との

質問項目における肯定的な割

合と比較すると，各校種とも

に肯定的な割合が最も多い結

果となっている。

【本調査との関連項目】

P16～18 児童生徒24～27「友

だちとの関係」

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

児童生徒24 友だちとの関係

小 ・ 中 ・ 高－友だちが悪いことしたときに注意する－

Q18-②・Q18-②・Q18-②中学校が最も消極的傾向

【概要】

小・中・高等学校ともに，

肯定的な割合が否定的な割合

を上回っている。特にその傾

向が小学校で見られる。一方

中学校では，小・高等学校と

比較すると否定的な割合が多

く，小学校との大きな違いが

ある。

【本調査との関連項目】

P16～18 児童生徒23･25～27

「友だちとの関係」

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

36.1%

24.7%

27.1%

46.0%

55.0%

52.5%

12.6%

15.4%

16.2%

4.7%

4.7%

4.2%

0.6%

0.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q18-① 友だちとの関係

-違う意見の人とも仲良くできる-

よくある 時々ある あまりない

まったくない

無回答

22.2%

8.9%

9.8%

52.8%

47.3%

52.8%

19.6%

36.2%

29.7%

5.1%

7.1%

6.8%

0.3%

0.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q18-② 友だちとの関係

-友だちが悪いことをしたときに注意する-

よくある 時々ある あまりない

まったくない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒25 友だちとの関係

小 ・ 中 ・ 高－仲間はずれにされないように話を合わせる－

Q18-③・Q18-③・Q18-③各校種ともに，肯定的割合が否定的割合を上回る

【概要】

小・中・高等学校ともに，肯

定的な割合が否定的な割合を上

回っている。小・中学校は，

高等学校に比較して否定的な

。割合が多い結果となっている

【本調査との関連項目】

P16～18 児童生徒22～24･26･

27「友だちとの関係」

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

児童生徒26 友だちとの関係

小 ・ 中 ・ 高－グループの仲間どうしでかたまっていたい－

Q18-④・Q18-④・Q18-④小・中・高等学校ともに，肯定的な割合が60％以上

【概要】

小・中・高等学校ともに，

肯定的な割合が60%以上であ

。 ， ，る その中で 小・中学校は

高等学校に比較して肯定的な

。割合が多い結果となっている

【本調査との関連項目】

P16～18 児童生徒22～25･27

「友だちとの関係」

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

19.7%

15.3%

14.8%

36.8%

38.9%

45.4%

27.6%

35.2%

29.5%

15.4%

10.1%

9.4%

0.5%

0.5%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q18-③ 友だちとの関係

-仲間はずれにされないように話を合わせる-

よくある 時々ある あまりない まったくない

無回答

28.8%

26.2%

22.6%

39.1%

41.4%

38.7%

21.5%

24.0%

27.8%

10.5%

7.9%

9.9%

0.1%

0.5%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q18-④ 友だちとの関係

-グループの仲間どうしでかたまっていたい-

よくある 時々ある あまりない

まったくない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒27 友だちとの関係

小 ・ 中 ・ 高－友だちと話が合わないと不安になる－

Q18-⑤・Q18-⑤・Q18-⑤小・中・高等学校ともに，否定的な割合が50%以上

【概要】

小・中・高等学校ともに否

定的な割合がほぼ60%になって

いる。なお，他の「友だちと

の関係」との質問項目におけ

，る肯定的な割合と比較すると

各校種ともに肯定的な割合が

。最も少ない結果となっている

【本調査との関連項目】

P16～18 児童生徒22～26 友「

だちとの関係」

P33 保護者20「子どもの人間

関係の希薄化」

P43 学級担任４「子どもの人

間関係の希薄化」

児童生徒28 将来の仕事を選ぶ際に大切にしたいこと
小・ 中・ 高

Q19・Q19・Q19高等学校において「やりたい仕事か」が減少

【概要】

16年度調査と同様に，小・

中・高等学校ともに 「やりた，

い仕事か」が最も多い。その

中で，高等学校においてはそ

の割合が減少している。

【本調査との関連項目】

P19 児童生徒29「将来やって

みたい仕事」

P38～40 保護者30･31「子ど

もが職業を選ぶ際に大切

にしたいこと」

14.7%

12.4%

10.7%

29.3%

31.5%

29.4%

27.3%

35.9%

39.2%

28.6%

19.6%

19.7%

0.1%

0.6%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

Q18-⑤ 友だちとの関係

-友だちと話が合わないと不安-

よくある 時々ある あまりない まったくない

無回答

37.7%

40.8%

55.3%

58.5%

61.9%

57.1%

18.6%

17.7%

14.0%

13.2%

16.5%

16.0%

4.5%

4.3%
2.0%

1.3% 2.5%

2.7%

12.7%

13.1%

15.8%

13.3%

9.9%

14.0%

17.8%

15.8%

6.3%

7.9%

5.0%

5.3%

8.2%

7.8%

5.9%

5.3%
3.6%

3.7%

0.5%

0.5%

0.7%

0.5%

0.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q19 将来の仕事を選ぶ際に大切にしたいこと

自分のやり

たい仕事か

やりがい

があるか

仕事が

大変か

収入が

多いか

人や社会のた

めに役立つか

わからない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒29 将来やってみたい仕事がある
特

Q13否定的な割合が増加

【概要】

「まだない 「考えたこと」，

がない」の否定的な割合が増

加している。また 「いくつか，

」 。ある の割合が減少している

児童生徒30 子どもが被害にあった事件や事故について家族と話をする
小・ 中・ 高

Q20・Q20・ Q20各校種ともに，16年度調査と同様の傾向

【概要】

16年度調査と同様に，小・

中・高等学校ともに，肯定的

割合が，否定的な割合を上回

っている。16年度調査で見ら

れた，学年が上がるにつれて

肯定的な割合が減少する傾向

は，今回の調査では顕著には

表れていない。

【本調査との関連項目】

P40 保護者34「事件，事故に

ついての子どもとの話し

合い」

35.7%

23.4%

23.0%

22.5%

16.8%

26.1%

15.8%

23.9%

8.7%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16特（中）

H19特（中）

Q13（特別支援学校） 将来やってみたい仕事がある

いくつかある 一つある まだない
考えたこ

とがない

無回答

29.7%

30.0%

19.9%

17.5%

21.2%

18.6%

44.2%

42.6%

46.7%

47.7%

43.0%

48.4%

16.7%

17.4%

21.1%

24.1%

22.3%

20.7%

9.3%

9.2%

11.6%

10.0%

12.9%

11.3%

0.1%

0.8%

0.7%

0.7%

0.6%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q20 子どもが被害にあった事件や事故について家族と話をする

よくある 時々ある あまりない

まったくない

無回答



- 20 -H19学校教育調査C（生活）

Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒31 事件や事故の被害を受けないように，先生や家族から注意

小・ 中・ 高されたことを必ず守る

Q21・Q21・ Q21学年が上がるにつれて，肯定的な割合が減少

【概要】

16年度調査と比較して，学

年が上がるにつれて，肯定的

な割合が減少する傾向が見ら

れる。また，16年度調査と比

較して，小・高等学校は，回

、答割合に大きな変化はないが

中学校では肯定的な割合が増

加している。

【本調査との関連項目】

P41 保護者35「事件，事故防

止の約束」

児童生徒32 運動が好き
小・ 中・ 高・ 特

Q22・Q22・ Q22・Q14小・中・高等学校で肯定的な割合が約80％

【概要】

小・中・高等学校で肯定的

な割合が，ほぼ80％であり，

各選択肢の割合も同程度であ

る。特別支援学校では，肯定

的な割合が約10％増加した。

【参考】

【本調査との関連項目】

P14 児童生徒20「放課後の過

ごし方」

P25 保護者３「子どもとスポ

ーツや遊びをする」

55.4%

51.8%

47.3%

38.7%

46.3%

27.1%

28.3%

31.8%

17.9%

20.6%

9.9%

9.0%

10.4%

7.7%

11.2%

4.3%

5.7%

6.2%

16.8%

8.2%

3.0%

4.7%

3.3%

14.8%

13.3%

0.3%

0.5%

1.0%

4.1%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H19小

H19中

H19高

H16特（中）

H19特（中）

Q22 運動が好き ※特別支援学校はQ14

好き
どちらかと

いえば好き

どちらかと

いえば嫌い

嫌い

わからない

無回答

56.0%

53.8%

26.3%

31.1%

23.4%

25.4%

36.9%

37.7%

51.6%

53.1%

55.1%

54.8%

5.1%

6.6%

14.8%

12.5%

17.1%

15.0%

1.9%

1.8%

6.6%

2.7%

3.6%

3.8%

0.1%

0.1%

0.7%

0.6%

0.8%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H16小

H19小

H16中

H19中

H16高

H19高

Q21 事件や事故の被害を受けないように，先生や家族から注意

されたことを必ず守る

よく思う 時々思う

あまり

思わない
まったく

思わない

無回答
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

自分の実態に合うものを複数選択(児童生徒33～37）

児童生徒33 今までにした体験（小学校）
小

Q23最も少ない割合は 生き物が赤ちゃんや卵を産むのを見る，「 」

【概要】

回答の割合が50％以下は，

「生き物が赤ちゃんや卵を産む

」 ，「 」のを見る と 日の出を見る

であり，16年度調査と同様の

結果となっている。他の内容

の割合も16年度調査と大きな

変化は見られない。今回新た

に設問した「地域行事への参

」 「 」 ，加 と 友だちとけんか は

中・高等学校と同程度の割合

となっている。

【本調査との関連項目】

P21～22 児童生徒34～36 今「

までにした体験」

児童生徒34 今までにした体験（中学校）
中

Q23「赤ちゃんを抱く」が減少

【概要】

16年度調査より減少してい

る内容が多く，特に「赤ちゃ

んを抱く」が大きく減少して

いる。また 「木登り 「ト， 」，

ンボやミミズを手でつかまえ

る」と「生き物が赤ちゃんや卵

を産むのを見る」もそれぞれ

減少している。

【本調査との関連項目】

P21～22 児童生徒33･35･36

「今までにした体験」

68.4%

64.7%

42.0%

73.9%

64.3%

36.1%

86.2%

0.1%

71.2%

59.2%

42.9%

73.8%

60.7%

39.7%

83.2%

86.0%
52.8%

0.8%

0% 50% 100%

星空をじっくりと見る

木登り

日の出を見る

トンボやミミズなどを手でつかまえる

赤ちゃんを抱く

生き物が赤ちゃんや卵を産むのを見る

死んでしまった生き物を実際に見る

地域のイベントや祭りに参加

友だちと本気になってけんか

当てはまるものがない

Q23 今までにした体験（小学校） ※複数選択H16小

H19小

※H19のみ選択肢を設置

74.0%

60.7%

49.2%

80.6%

69.1%

35.9%

86.0%

0.4%

72.9%

55.5%

49.1%

75.6%

58.5%

30.6%

84.3%

89.3%

53.8%

1.9%

0% 50% 100%

星空をじっくりと見る

木登り

日の出を見る

トンボやミミズなどを手でつかまえる

赤ちゃんを抱く

生き物が赤ちゃんや卵を産むのを見る

死んでしまった生き物を実際に見る

地域のイベントや祭りに参加

友だちと本気になってけんか

当てはまるものがない

Q23 今までにした体験（中学校） ※複数回答
H16中

H19中

※H19のみ選択肢を設置
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒35 今までにした体験（高等学校）
高

Q23すべての内容が減少

【概要】

16年度調査と比較して，す

べての体験の割合が減少して

いる。特に「死んでしまった

生き物を実際に見る」が大き

く減少している。その一方，

小・中・特別支援学校では，

回答割合が50％以下であった

「日の出を見る」が，高等学

校では約54%と唯一50％を超え

ている。

【本調査との関連項目】

P21～22 児童生徒33･34･36

「今までにした体験」

児童生徒36 今までにした体験（特別支援学校）
特

Q15すべての内容が減少

【概要】

16年度調査と比較して，す

べての体験の割合が減少して

いる。特に「木登り」と「生

き物が赤ちゃんや卵を産むの

を見る」が，大きく減少して

いる。また，今回新たに設問

した「地域行事への参加」と

「友だちとけんか」は，小・

中・高等学校に比較して，回

答割合が少ない結果となって

いる。

【本調査との関連項目】

P21～22 児童生徒33～35 今「

までにした体験」

82.1%

61.7%

57.0%

84.8%

76.3%

41.6%

93.1%

0.6%

78.4%

55.9%

54.3%

79.3%

68.9%

36.9%

83.6%

88.0%

55.8%

2.4%

0% 50% 100%

星空をじっくりと見る

木登り

日の出を見る

トンボやミミズなどを手でつかまえる

赤ちゃんを抱く

生き物が赤ちゃんや卵を産むのを見る

死んでしまった生き物を実際に見る

地域のイベントや祭りに参加

友だちと本気になってけんか

当てはまるものがない

Q23 今までにした体験（高等学校） ※複数回答
H16高

H19高

※H19のみ選択肢を設置

53.1%

39.6%

37.8%

52.6%

45.4%

31.1%

64.3%

47.0%

27.4%

30.3%

46.2%

36.8%

19.2%

56.4%

63.7%

30.3%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80%

星空をじっくりと見る

木登り

日の出を見る

トンボやミミズなどを手でつかまえる

赤ちゃんを抱く

生き物が赤ちゃんや卵を産むのを見る

死んでしまった生き物を実際に見る

地域のイベントや祭りに参加

友だちと本気になってけんか

当てはまるものがない

Q15 今までにした体験（特別支援学校）

※複数回答、小学校・中学校・高等学校はQ23H16特（中）

H19特（中）

※H19のみ選択肢を設置
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Ⅲ 調査結果の概要編－児童生徒－

児童生徒37 家にあるパソコンの用途
小・ 中・ 高・ 特

Q24・Q24・ Q24・Q16校種によって用途に違い

【概要】

校種によって用途に違いが

見られる。小学校では 「ゲー，

ムをする」が最も多く，学年

が上がるにつれて使用の割合

は減少している。中・高等学

校では「インターネットの使

用」が最も多い。また，中学

校では 「電子メールの使用」，

が約14%となっている。

【参考】

【本調査との関連項目】

P26 保護者６「パソコン，携

帯電話についての話し合

い」

P56 学級担任29「情報モラ

ルの指導の有無」

39.8%

24.9%

51.1%

25.9%

4.7%

6.7%

16.0%

49.1%

16.7%

37.8%

24.8%

13.5%

11.6%

13.6%

47.6%

18.6%

30.7%

25.4%

8.5%

6.1%

13.0%

12.8%

6.8%

21.8%

13.7%

1.7%

1.7%

6.0%

0% 20% 40% 60%

インターネットで趣味や遊びのこと

を調べる

学習に使う

ゲームをする

テレビやDVDを見る

電子メールをやりとりする

チャットをする

その他

Q24 家にあるパソコンの用途

H19小

H19中

H19高

H19特（中）
※家にパソコンがある場合のみ回答

※複数回答


